
Ⅰ.予算の概要

2025年度収支予算は、『収支予算書（損益ベース）』の通り。

１）運用利回り

我が国の10年利付日本国債は、2024年度後半1%を超える水準となり､2025年は、
年初来利回り1.2～1.4%台で推移している。この状況下、2024年後半に20年利付国債
（利率1.8%）を購入。(20年利付国債は、現在、2%程度の利回り水準）
2025年度は、伊藤忠商事株式の配当金増加により前年度を上回る運用収益134.6百万円
を見込む。

また、伊藤忠商事及びグル－プ会社等からの寄付金、指定正味財産の取崩しにより、
運用収入と合わせ、159.6百万円の経常収益を確保する。

２）寄付金収入

◇一般寄付金　4.5 百万円　　主に伊藤忠商事グループ会社からの寄付金

◇指定寄付金　2３.0百万円　 伊藤忠商事、及びグループ企業からの使途を指定した
　  寄付金　

３）財団事業

前年度と同様「子ども文庫助成事業」と「電子図書普及事業」の２事業とする。
2025年度は、「子ども文庫助成事業」において、同事業の周知と子ども文庫関連活動の、
活性化のため、「子ども文庫の研究会」（仮称）の開催を計画する。
「電子図書普及事業」においては、昨年度中断した「わいわい文庫」のウェブ配信
システムの構築を目指し、年度内に業務要件の整理(業務要件定義費用 8百万円）を
進めるとともに、デジタル化に伴う次世代の読書環境のあり方についても検討する。

この結果、経常費用は159.6百万円となり、評価損益等調整前当期経常増減額が
ゼロ近傍の予算を見込んでいる。

４）人員体制（2025年4月1日）

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度
 事務局長 1 1 1 1
 助成事業部 1 2 2 2
 電子図書普及事業部 3 3 3 3
 総務部 1 2 2 2

合計 6 8 8 8
※2025年度期中（7月以降）電子図書普及事業に1名採用予定。
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Ⅱ.事業計画

１．子ども文庫助成事業

下記表の①～⑥までの助成活動を行う。
（単位：百万円）

件数 金額 件数 金額

①子どもの本購入費助成 56 16.8 60 18.0

②病院・施設子ども読書活動費 6 1.8 10 3.0
助成

③子どもの本100冊助成 28 4.5 30 5.0

④子ども文庫功労賞 2 0.7 2 0.7

⑤特別支援学校図書支援助成 25 7.5 20 6.0

⑥その他読書支援
シャンティ絵本を贈る活動 1.4 1.4

被災地支援 （10校） 1.5 （10校） 1.5

助成金　合計 34.2 35.6

　贈呈式　費用　 28.2 6.5
（50周年記念関連含む） (※）
　その他　事業費 12.4 15.0

　人件費 20.2 20.7
　（社会保険料・通勤費・退職
　　給付費用含む）
子ども文庫助成事業　経費合計 95.0 77.8

※ 2024年度の贈呈式費用は、贈呈式に加え、記念誌、記念展示、記念品、文庫の手引き等、50周年

記念事業関連を含む。

①子どもの本購入費助成（現金助成）
・対象
　　子ども文庫、読み聞かせ団体、子ども文庫連絡会、非営利団体等で、子ども
　　たちへの読書支援活動歴が3年以上ある団体、及び個人。
・内容
　　児童書等の購入、充実を目的とした購入費を1件あたり30万円助成。
　　2025年度は60件、18百万円の助成を計画している。

②病院・施設こども読書活動費助成（現金助成）
・対象
　　病院内で療養中の子どもたち、障害児施設、養護施設、その他読書にハンディ

キャップのある子どもたちに対し読書啓発活動を行う3年以上の活動歴がある
団体や個人、非営利団体、及び小児病棟、障害児施設、児童養護施設等。

・内容
　　子ども達が読書を楽しむための図書等の購入、及び障害がある子どもたちに
　　対する読書支援機器等の購入、及び図書作成のための費用を含み、1件あたり

　　30万円助成。10件、3百万円の助成を計画している。
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③子どもの本　100冊助成（図書現物助成）
・対象
　　子ども文庫、読み聞かせ団体、子ども文庫連絡会、非営利団体等で、既に読書
　　啓発活動を行っている団体。
・内容
　　当財団が選書した小学校低学年・中学年・高学年、乳幼児の4セットの中から
　　希望の100冊を贈呈。任意のセットの選択、もしくは4セットに150冊リストと
　　あたらしい本50冊リストを加えた全600冊の中から任意の100冊を選書する

 ことも可能。2025年度は、30件、5百万円を計画している。

④子ども文庫功労賞
・対象
　　子どもの読書啓発活動に長年に亘り（概ね20年以上）貢献されてきた個人。
　　原則として第三者の推薦による応募とする。
・内容
　　1名につき30万円と副賞5万円相当。予定金額70万円（2名分）

⑤特別支援学校図書支援助成
・対象
　　既に開校済み、かつ読書啓発活動を行っている全ての特別支援学校が対象。
・内容
　　学校図書館の蔵書となる児童書、絵本、図鑑等に加え、バリアフリー図書の
　　入手・製作のための費用にも充当可能。1件あたり30万円助成。
　　2025年度は20件、6百万円の助成を計画している。

⑥その他読書支援
■シャンティ絵本を贈る活動

シャンティ国際ボランティア会が行っているカンボジア、ラオス、アフガニ
スタンなど絵本が不足している東南アジア地域に、日本の絵本を届ける運動。
東日本大震災の被災地の子どもたちとともに活動に参加し、2025年度は、
前年同様450冊程度を贈る計画である。

■被災地支援
公益社団法人全国学校図書館協議会に協力いただき、被災地で児童書を必要
としている小中学校に子どもの本100冊図書セットを寄贈している。
2024年度は、東日本大震災で岩手・宮城・福島の6小学校、令和5年7月
豪雨被害で秋田県の保育園1園、令和6年の能登半島地震で石川県の3小中学校、
合計10校10セットの図書を寄贈した。
2025年度も被災地の学校10校への図書の寄贈を計画している。

また、全国各地での助成や寄贈の実績をベースに、今まで助成対象となっていない
文庫活動や読み聞かせ活動など、子どもの読書を支援されている方々を積極的に
掘り起こし、助成対象を更に広げていく。



２．電子図書普及事業

2024年度作品数と寄贈先

2010年度に開始した本事業は16年目を迎え、2024年度は「わいわい文庫」を
54作品製作し、総作品数は915作品となった。これからも子どもたちの多様な
ニーズに応えるため、良質な児童書の電子化を進めていく。
2024年度の寄贈数は前年度同様、1,450件程度になる見込み。
2025年度は、2019年6月に施行された「読書バリアフリー法」の更なる浸透と
GIGAスクール構想の下、整備が進められている1人1台端末の利活用が進むこと
により寄贈希望は1,500件を見込む。

配布年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

作　品　数 72 66 70 57 54
寄　贈　先 1,453 1,413 1,419 1,454 1,500

（見通し） （見通し）

2025年度重点施策

①読書バリアフリー研究会の開催等を通じて、より多くの障害のある子どもたちや
保護者に届くよう、わいわい文庫の周知・啓蒙活動を推進する。

②わいわい文庫の更なる利活用を促すため、インターネット経由でわいわい文庫を
視聴できるよう、ウェブ配信システムの検討を再開するとともに、デジタル化に
伴う次世代の読書環境のあり方についても検討する。

③出版社や専門家等とのつながりを密にし、読書バリアフリーに関する最新情報を
把握するとともに、図書館や特別支援学校等、現場のニーズを適時的確に捉え、
読書バリアフリーの取組みを推進する。

④他のマルチメディアデイジー図書の製作団体等との情報交換を一層密にし、
業界の最新情報を把握しつつ、現場ニーズ等の実態に合った電子図書製作を
推進する。

■製作
・寄贈先のニーズの把握に加え、関係団体との連携を強化し、希望が多い作品を

製作する。
・伊藤忠グループ会社等と協同で作品製作に取り組む。
■広報・啓蒙
・読書バリアフリー研究会の現地開催（東京、福岡、新潟、福島）を予定する。

東京では、国立国会図書館国際子ども図書館と共催し、現地開催とオンライン
配信により全国各地に読書バリアフリーに関する情報等を発信していく。

・障害者教育研究会や福祉機器展へ参加し広報活動を強化していく。
・わいわい文庫の活用例をホームぺージ上で紹介し、周知・啓蒙につなげる。

（単位：百万円）

　製作・普及等事業費

　その他　事業費

　人件費　　

合計

以上

8 9.1

29.7 30.3

49.0 60.7

11.3 21.3
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